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20.新合成 ピレスロイ ド･ク リスロンの殺虫特性 奥野=L･･俊 ･藤本敬明 ･門田忠臣+･宮本純之 ･

羽宝桂三 (tFR'化学工業株式会社 大阪製退所 出兆研究部 ･★rIJJ医兆∃【深部 研兜部)43.8.2受理

新しいピレスロイド化合物たるク')スロンの各種術生告虫に対する殺虫効力を, ピレトt)ン, フ

クルスt)ン,アレス1)ンなどと種々の施用法を用いて比較した.

その結果ク')スロンは, 初期のノックダウン効果においてピレトリンなどに劣るが, 致死効力に

おいてはこれらに比し著しくすぐれていることが明らかとなった. すなわちクリスロンのイエバェ

に対する致死効力はその系統によってピレト.)ンの11-291刑こ適し, アカイエカ. チ1.バネゴキプ

.)に対してもどレト.)ンよりもすぐれ, 主要純生田山に対する収も致死効力の苅いピレスロイドと

いえろ.一方ク.)スロンは叩乳動物に対しては極めて舵招性であった..

さらに従来のピレスロイドは速効的な反両群生の刑合も比較的布く. 焚死効力故化のために多虫

の共力剤を加用せざるを紺なかったが, ク.)スロンは新生の刑合が比較的少ない瓜で, 既存のピレ

スロイドと列なっている. このようなク.)スロンの殺虫特性を利用すれば, 従来のこの粗の;11虫防

除剤の組成を変えろことができると考える.

緒 言

除虫菊乾花中に含まれる殺虫性成分の本体がピレト

リンⅠ,ⅠⅠ,シネリンⅠ,ⅠⅠなどであることが LaForge

らl･2,3)により明らかにされて以来,概緑の合成殺虫剤

の探索が多くの研光者によってなされアレス))ン1).

フクルス1)ンn, などのすぐれT:殺虫剤がLTrJ撃廷されろ

に到ったのはよく知られているとおりである.

ク1)スロンは放近矧 享司の NRDC (NationalRes･

earchDevelopmentCofporation)より発表6)され

た次のような梢造式を有する新規な合成ピレスロイド

化合物である★.

rT CH20C･CH- CH･CH=C(gHH33

く 二 〉 -cH2lLo/ 占 〉C〈
CHa CHa

(5-ベンジル-31フリルメチルdL- シス. トランス

ークリサンセメート)

本報では.各輔の糾iL:田虫を対淡としてクー)スロン

の殺虫効力をピレト1)ン.フクルス1)ン.アレスt)ン

と比較するとともに,その火川的な剤判の兼rl山効JJの

この化合物は NRDCのコードナンバーは NRDC-

104であり,一般名はレストリン(Restrin),クリス

ロン(Chrysron)は住友化学エTi株式会社の硝品名

(r!#絹鰭)である.本報では便宜上クL)スロンに統

-した.

検討をも試みた.

実験材料および実額方法

T.火映に仙川した兆物

クT)スロンJt:(51ベンジルー3-7I)ルメチルdt-シ

ス. トランス-ク.)サンセメート 分子式 C221i2603,

椴点40■C-55●C,tf脚 性 ベンゼン.クロロホルム,

アセトンにmtlやすく.メタノールにやや桝けやすく,

水には掛 ナにくい.)当員薬研究部で令成されたもの,

純度95%.

ピレトリン:大日本除虫菊社製のコックスリン,全

ピレスロイド含塁20.35% (I10.77%,ⅠⅠ9.58%).

フクルスリン:住友化学工業株式会社製,純度91.9

形 .

アレス.)ン :往な化学工業株式会社製,純度90.6,%.

IT.鵬試昆虫

イエバエ成山 (MuscadomesLJ'caL.感受性系統)

(i) Jl･:友系イエバエ (以後.-&糊では SK系と称

する･):当出光研兜部にて1952印より累代飼育中のハ

エ.火映には羽化後3-5日の成虫を雌雄比 1:1に

て用いた.

(ii) NAIDM 系イエバエ :当患薬研究部にて1965

羽化後3-5口の成虫を雌雄比 1:1にて用いた.

チャバネゴキプ1)成虫 :当景薬研究部において1961

年より対 モ飼育中の BLatteLlageymanica(感受性系
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統).実験には雌雄比 1:1で用いた.

アカイエカ成虫および終令幼虫 :当農薬研究部にて

1963年より累代飼育中のCulexbi〆ens♪altens(感受

性系統).実験には羽化後2-3日の成虫 (雌雄比1:1)

および終令幼虫を用いた.

以上の供試軸 まいずれも温度芦7土2.oC,1湿度 RH60日

土 5%の飼育室中で飼育した.

ⅠⅠⅠ.実験慮 t:''こrl山､ 一･･ ′･㌔ At､,

1･微量滴下法 ご ､い
供試昆虫を炭酸ガ封こよもで軽く麻酔させ,マ√ク

I.I-～.し..1 .I
ロシ.)ンジで薬剤のアセトン浴液ゐL定量を所定の部

位に施用した. ■J

供試昆虫 舶用部位 処理牧童 1群虫数 観察時耕

イエバエ .･胸部背板 0･5fLL/Fly 20匹 .21時間後

;･呈)3号 胸 腹 部 lpL/Roach こ10宅. 72時間後 ･･ヽ.,､-･t

くり返し数は3回とし,得られた各薬包における平均;･'..

死亡率から Finneyの図解法によって LD印僑 (iLF/'
昆虫)を求めた..

2.ターンテーブル法 ILI

campbellら7)の方法に準じた.Lすなわもタ;-シテ

ーブルのシリンダー下部にイエバエ成虫約 100匹を入

れた金柑瓜付シャ丁レを'hき,所定浪卯 調撃}た準

剤 5mtを圧力10ボイド/平方 インチlたせ約8秒間1<･･

スプレーする.30秒後に中間のシャッター春闘放して

イエバエを降下 ミストに曝磁せしめる.10分間経過後

に,ハエを収り出し,.祝祭カ耳に移す･そ0掩 ,24時

間放置して,生死神 町 声･く博 し数は5回よし,
油剤のIm矧 まフクルスt)ンのみ 4̀倍鼠のキシレンにあ

らかじめ桁脈後,また他の薬剤はそのまま脱臭キロシ

ン (Deo･base)で稀釈し油剤として班用した.L得られ

た各濃度における平均死亡率からFinneyの図解法に

よってLC.o伯 (mg/100mL)を求めて効力評鮮卑行な .

った∴
1J■

3･浸hJJ'法 1.,.t､

活性城分25%,キシレン50%,SorpoISM-20025

,%よりなる乳剤 (ただLltio･レトリンエキスq)場合はピい
レト))ンとrf-d丘の SM-200のみを加える.)を水で稀

釈して所出の氾皮としいその200mtTを300rnL容 ビー

カーに入れ,アカイエカ終令幼虫を∵粥30匹として放

つ.24時間経過後に生死を触覚(する.-くり返し数は3

回とし, 得 られ た各軌跡 こおける平 均.死 亡率から

Finneyの図解法によって LC60岨 (ppm).を求めた.

4..グラろ'･チヰシバT一法` 1

70cm立方のグラ.ス･■fLも ン バ ー円にイ昼バエ成虫

或いはアカイ̀LZカ成虫を約 20匹 放 ち.:所定の澱皮に調

製した上記 2の油剤0･7mJを グ ラス裂 アトマイザー

を用いて20ボン･tf/平方イン チ の 圧力でチふンバ1-円

158 ,...

に均一にスプレーし,経時的にノックダウン虫数を観

察記録する.くり返し数は5回,経過時間に対する平

均ノックダウン率からFinneyの図解法によってKTBO

低 く秒)を求めた.

I5･Pe如-Grady法

･･..､凍臥 CS叫か.(ChemicalSpecialtiesManufaとtur･

､er畠Atssociation)の規格によも方法8,を用いT=t.1

t 6-7ィr ト立方のL･Peet-GTady chahbe'r･仙 こ約

100匹o)11･エバ戸越 虫考暮ら,席声中濃卑 こ詔LTl処しT:

上記2ゐ油剤 1ヲhlを アトH bl D.Tilbiss'N.o･
647)を用いて12.5土0.5ポンド/平方イン≠ゐ通力で

も個b)散布孔よ､り,1分以内にスプレーする.lo介後

∫.拝ノック､ダウン虫数を記録し,それを柴めて.tL徹卿 j

lか どに珍し,24時間放置紛 死虫数を観娯する.lo介

疲たノッブダウンしなか･Jiiバ主を合詐t;七全山数を

･もとあ,=･死虫率は牛 憲 遺 賢 塑×100で群I./

山する.くり返し数拝10回である. .

6.ェアゾール試験法 ､ .

米国 CSMAの規格による方法9'考用いた･

､､.61171ィ～ト立方の Peet-GradychTamber円にイエ

バIも成虫約100匹を放ちp .活性成分t+キシレン7%,

脱臭灯油 (Deo-base)8%,噴射剤85%よりなるエア

ゾール0.648土0.108g(3土0.5g/1,000立方フィート)

を千ヤン,5-円に朋 け る･5分･109･.15分後にノ

ックダウン虫数を記録し,15分後のノァクダウン虫を

錨めて,観駄かごに移し,24時間後た重義を観察する.

上記15分間にノックダウンしなからたハエを合許して

全虫数を求めた･くり返しは5回とし,死出串の群山

は∠瀞 hlooによった･ I
7･.接触法 (べ言ヤ板面)

(i) イモバエ成虫 .

俳試氾掛 澗 弊した3項と同じ乳剤を15cmx15cm

ベニヤ板面に50ml/m2の割合でピペットにより摘下

し,約 1･時間風乾後あ旦かじめ径9cm,高さ1cmの

金網蓋中に放って掛 ､TIィェノl･Lェ成虫軌 0匹を接触さ

せる.接触時間は60分間とし,その間経時的にノック

ダウン虫を観察するとともに,接触後飼育かご叫にイ

ェ''ヾ工を移し, 1E]後に生死を観察して死虫串をもと

めた.また薬剤処理をしたベニヤ板を宝凪で一定時間

放置してから虫を接触させ薬剤の残留効果をみた.い

ずれの実験においてもくり返し数は5回である.

(ii) チャバネゴキブリ成虫 .

所定北見に相当するアセトン浴紋を20cmx20cmの

ベニヤ板面に均-1こ滴下し,･30分間風乾後チiバ､ネゴ

キブリ10匹を2時間接触させる∴その閉経時的にノッ

クダウンを観察し,さ･ちに接触後供試虫を別容器に移

し,24時聞後に生死を観察した..また薬剤処理をした

l
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ベニヤ板を基'配で放出し,班即効火をみT:.

8.エアゾールirfはPn別法

径 14cm拓き9cmのアク.)ル樹胴争即Ij関のIIllLTrJす

なわち下部から2cmのところを金網弧りとしたやJ附

の上部内川両にバクーを!釧 ル ,その中へチ1･バネ才

キプ.)10匹を放す.この容拭‡をLi沢式唄矧鞍下矧Iyl110)

の此部にmき.小rLl･Jのシ1.ツクーを悶放したまま肘 tAl..･ナ･･

11m の上部より下部へ向ってエアゾ⊥ルを-RFM 射 ､

して上部の芯を閉める.その後,経時的にノックダウ ､
■ヽ

ン虫を観察し,20分接触後ゴキブt)を新しい容墾 こ曙 ,.L'
し3日後に生死を観察する. 1

以上の1-8の実験はいずれも温度25土2oC,湿度

RH55土5%の環境条件下で行なった. ､､.i
Aヽ

9.叩乳動物に対する急性讃性試験
/ヽ

ラット.マウスに対する急性iif性試験は次の方法でttl･

おこなった.

(i) 経口亨u性

体韮20g汀は のdd-N系マウスのガ紬 よび卿 こ赤t)*-しI

ク.)スロンの10%アラt='ァゴム懸開披を金剛 法ゾ>.7 i

を用いて体正10gあたり0.2mt経口的に投与した.

井物投与後発現する巾招症状を7日間祝祭した.Y

(ii) 皮下iFj仕 れ -L T■:I
i-J･l..

休3Ti20g前後の dd-N系マウスおよび体弘lL5･0･lI,
200gのり､ィスター系ラットの雌qfを班用した･ ?･･1)

スロンの10,00'ァラビアゴム懸濁紋をマウスの場合休出 .I
i

10gあたり0･2mt･ラットでは体琉100gあた!代弁tt

背部ほぼ中央部の皮下に注射し･そのrfli!3症状の糞朝､
を10日間祝賀(した. ､･

(iii) 経政i!3仕 ､･･

F.]じくdd-N系マウスの札 雌を脱臥位に固定し,1'･

門部のほほ小火部の毛を1cmx1.5cmの広さJこ刈･り-

とり,兆牧のぎ･2!布を行なった. クTJスロンの500やg/

mtキシレン約枚を1回0.01-0.02ihJ(250-50bmg/I

kgに相当),30-60分間隔でくり返し姓布して所定丑

を投与し.局部の乾燥するのをまって,セD.77ンで

おおい局所を保哉t'l:その後lt)日間観察した.

以上の実験はいずれも温度25土1oC,詑庶RH50-

60,%の環境条件下で行なった.

英験結果と考累~=ヽ

1.イエバエ.チャバネゴキブリ成■山およびアカイ

エカ幼虫iと対する致死効九 ならびに叩乳動物

-̀に対する急性磁性

ク.)スロンの致死効力を知るために.イiバエ成虫,

チャバネゴキプ.)成虫に対す･る微.lLtTLRj-F比 sK系イ

エバエ成虫に対するターンテーブル旺;およびアカイ

エカ幼虫に対する浸漬法を行な.i?た.その結窮を第 1

泌こ示す.また2,･3の唱乳東物に対する急性宙性値

nJI

をも那 1泌 こtJFせ氾椛した.

一巾アtJA'ワンrファ ルス1)ンの殺虫効力がピレトリン

と関田IRであるのに対し. クt)スロンの致死効力は

sK系イェバ土に対じてほどtj'ト.)ンの11.4-ll.9倍

であり,NAIDM系イエバエに対してはピレトリンの

約29L;7･に適した.この両系統のハエにおけるク.)スロ

ンとピレトリンとの机対､効力比の迎いはすでに林ら

II･ll)によって折柄された各系統のピレスロイドに対す

る感受性の附迎に凪勾するものとyl.えられろ.

またク.)スロンのアカイエカ劫火に対する効力は.

ピレトリンの約4倍であって,他の眺試薬剤のいずれ

よりもすぐれており,チャバネゴキブリに対してもピ

レトリンの約 1.5倍の効力を示したが,アカイエカ幼

虫,チャバネゴキブリに対しては,イエバエの場合に

みられたような著しい相対効力比の増大は見出すこと

ができなかった.

一方.郡1誠で朋らかなようにク.)スロンは哨乳動

物に対してきわめて低招性であり,表に示した投与昆

(試料1.m撃法吋他な放火_Fit)においても中寿症状の発現

および死亡例はなく,LDB｡伯を求めることはできな

かった.

2.イエバエおよびアカイエカ成虫に対する油剤PLi

矧 こよるノックダウン効力.

ク))スロンのノックダウン効力を知1るために,グラ

ス･チャンバー班によって油剤をSK系イエバエ成虫,

､NAIDM系イエバエ成dはさよびアカイエカ成虫におの

おのスプレーした.

その拙niを郡2･Jlに示す.0.1,%にわける KT60他

で比較すると.SK系 イエバエに対するピレトリン,.

フクルスリンなどでは80-85秒であるのに対して,ク

.)スロンのそれは310秒であり約4倍の時Wを要する.

さらに火FT]附な見地からの比較をしてみると.クリス

ロン0.7,%油剤の KT8｡伯は110秒で,0.1,%のピレト

リンなどになお劣る.

NAIDM系イエバエ,あるいはナカイ̀主力成虫を対

象とした場合にもクリスロン油剤のノックダウン効力

は.SK系イエバエに対する帆77は 血ぎ同様対旧とし

てJT]いたピレトリン,フクルスt)ン.アレ久1)ンた劣

った.

次に･NAIDM 系イエバエに対する･クりスロン油剤

の Peet-Grady'班によlる効米を調べた.

Im3Jiに示したようにフlPJL;スI)ン,OTI(ピレト

.)シ)p･ア,レズ.)ンなどで10分間にノックダウ･シした

虫の比収的多くが.-24時間後には蘇生がみられるのは

対し.クワス占ンの場合には,10分後の)-ッ拍 ウシ
率と24時間後の致死率が空く一致している.すなbrち,I
クリスロンは,ノックダウン効力は比較的劣るが油剤

のスプレーによちて被指されたハエに全く蘇生がみら
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Table1. ToxicityofChrysrontoinsectsandmammals.

Testinsects
andmammals

Hnusefly
(SK Strain)

Housefly
(NAIDM Strain)

Cockroach

Housefly
(SK Strain)

Mosquitolarva

Mice %

Mice ♀

Mice i

Mice ♀

Mice %

Mice ♀

Rat 古

Rat ♀

Topica1 LD50

Topical LD60

Topical LD50

Turntable LC80

Immersion LC50

To託icity ERfefleact圭Yveeness

(〟g/Fly)
Chrysron 0.0175
Pyrethrin 0.2000

(FEg/Fly)
Cbrysron 0.023
Phtbalthrin 0.570
Alletbrin 0.820
Pyretbrin 0.660

(〃g/Roach)
Chrysron 0.580
Pyrethrin 0.880

(mg/100ml)
Chrysron 3.200
Pyrethrin 38.000

(ppm)
Chrysron 0.012
Phthalthrin 0.105
Allethrin 0.125
Pyrethrin 0.050

Oral

Oral

Subcutaneous

Subcutaneous

Dermal

Dermal

Subcutaneous

Subcutaneous

LD50(mg/kg)
Chrysron

LD50(mg/kg)
Chrysron

LD60(mg/kg)
Chrysron

LD50(mg/kg)
Chrysron

LD60(mg/kg)
Chrysron

LD60(mg/kg)
Chrysron

LD60(mg/kg)
Chrysron

LD与｡(mg/kg)
Chrysron

>5000+

>5000★

> 2000★

>2000★

>5000★

>5000★
>)2000★

>2000★

Neithermortalitynorsymptomsofintoxicationatallduringthetestperiod.

れないfIj故を示す点で,他のピレスロイド系殺虫剤と

はB:しくiFTdなっている.

3.イエバエ.チャバネゴキブリに対するは触法に

J:る牧山効九

クリスロンのは他による殺虫効果を知るために,乳

剤あるいはアセトン溶紋を牲布したベニヤ板面にイエ

バエ成虫,もしくはチャバネゴキブリ成虫を一定時間

接触させた.また1迅ヨ間後の残田効架を朗べた.

符4表に示すようにクリスロンのイエバエに対する

抜触法によるノックダウン効射 ま,独相当E)において

はフタルスリンに劣るが,ピレトリンと同等もしくは

それ以上であり, 1週間後においてはピレトリン,ア

レスリンなどよりすぐれている.

また耶5表中に示したようにチャバネゴキプ1)に対

してもすぐれた効果を示し,フェニトロチオンに比較
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しても,速効性,残留効果 の両面からみて退也がな

い.

すでに述べたようにこの場合もイエバエ,チ1･バネ

ゴキプ1)を通じて,クリスロンは他のピレスロイドに

比しノックダウン一死虫率の点ですぐれている.

4.NAIDM系イエバエおよびチャバネゴキブリに

対するエアゾールによる殺虫効力.

NAIDM系イエバエに対しては CSMAのAerosoI

Testmethod,チャバネゴキプ))に対しては良沢式唄

窟降下弧'Bを班用する.喧接PLi射法によってク.)スロ

ンのエアゾール製剤における殺虫効力をしらべた.

節6誠に示したようにイエバエに対しては,クt)ス

ロンのノックダウンは初期にはフタルスリンに劣ろが,

蚊柊の15分後では遜色のない効力を示し,またピレト

リンよりはむしろ若干すぐれた効力を示した.
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Table2. Insecticidal(knockdown)activityofChrysronagainsthollSefliesand
mosqllitoesbyglasschambermethod.

Oilpreparation
Insects

Housefly

(SKstrain)

Insecticides
CohC.
%

Chrysron 0.1

Chrysron 0.3

Chrysron 0.5

Chrysron 0.7

Phthalthrin 0.1

Allethrin 0.1

Pyrethrin 0.1

% Knockdownatindicatedintervals

38 53 75 105 150 210 300 420 600
See. SeC. SeC. SeC. SeC. SeC. SeC. SeC. SeC

0000 2.0 16.3 50.9 75.3 96.9

001.0 15.4 42.6 81.0 97.0 100 100

03.1 13.3 31.5 64.9 86.0 94.0 100 100

02.0 ll.9 45.8 86.3 97.0 99.0 100 100

6.2 21.4 44.7 64.1 86.7 92.9 95.9 99.0 100

2.0 4.1 10.2 20.5 41.9 69.4 85.9 90.9 97.0

4.1 19.8 47.9 68.6 81.8 92.6 95.9 97.5 100

Housefly
(NAIDM
strain)

Mosquito

Chrysron

Phthalthrin

Alletl一rin

Pyrethrin

Chrysron

Phthalthrin

Allethrin

Pyrethrin

0

0

0

0

5

5

5

5

0

0

0

0

0

0

0

0

07
･
00

00

00

9

1

1

1

0

0

0
.
0

0

9

8

0

8

9

9

1

0

0

4

0

7

7

2

9

2

9

8

9

0

0

0

8

1

3

9

2

9

5

9

8

8

3

0.3
7

9

8

2

7

3

0

9

0.2
5

2

6

5

4

3

0.
0.
8

3

1

2

0

3

0.
0,
2

5

1

0

1

2

1

3

1

1

3

4

0.9
0.9
9

7

1

2

7

7

0.
0.
5

1

1

2

5

5

0

.
0

.

6

41

100

loo

100

100

4.2 5.2 22.9 48.0 76.9

57.8 78.4 87.7 95.6 98.8

3.2 13.6 27.5 54.4 81.5

64.8 73.2 84.6 95.8 97.9

Table3. InsecticidalactivityofChrysronagainsthouse川es(NAIDM strah)
byPeet･Gradymethod.

OilPreparation

InsecticidesC買C●

% Knockdown

2.5min. 5min. 7min. 10min.

形 Mortality
after24hrs.

Chrysron 0.1

0TI★

Phthalthrin 0.1

0TI

0 8.2 40.8 77.6

69.7 . 87.9 94.0 96.0

72.0 93.0 94.0 96.0

74.5 87.7 90.9 97.0

Allethrin 0.1

0TI

15.2 44.5 59.6 81.8

67.7 88.6 92.7 93.7

49.0

65.3

13.1

60.4

310

155

125

110

85

165

8｡

蒜

68

_38

75

.
430

125

380

12

OTIdifference

Knockdown Mortality
5min. 24hrs.

+8.9

★OTI:OfficialTestInsecticideofCSMA (Pyrethrin0.1%)

Table4. ResidualcontactactivityofChrysronagainsthouseflies(SK strain).

Emulsifiable
concentrate

InsecticidesC70lalC'

Chrysron 0.1
Phthalthrin 0.1

AHethrin 0.1

Pyrethrin 0.1

Imrnediatelyaftertreatment I Oneweekaftertreatment

警__Knockdown(min) ;%M｡,talityI･oo'Knockdown(m聖

5 ､10 20 40 60

033.789.6100 100

1.755.896.6100 100

025.496.796.6100

1.731.775.091.798.3

after24hrヨ.

100

0

0

0

5 10 20 40 60

1.7 1.713.361.771.7

5.021.755.076.793.3

5.2 1.7 1.7 3.3 3.3

01.7 6.716.726.7

% Mortality
after24mrs.

50

6.7

5.2

1.7
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.-Table5..‥ResidtialcontactactivityofChrysronagainstgermancockroach.

～叫【加 meqi_atelyaftertreatment

Knockdown(min)

10▲20 40 80 120
% Mortality
after24hrs.

on藻 ekafter_I_叩 tment

形 Knockdown (min) -% Mortality

10 20 49. 80 120lqfter24hrs.

ChrysroA

i
よ

FenitrotTio十 ……

3 50,90 97 100

271.'180 100 100 100

33ふ100.100 100 100

0

0

0

9

0

0

1

1

5

5

0

8

8

01

0

5

0

2

6

7

5

5

52

00
5

6

0

0

7

9

9

6

0

3

7

7

8

6

0

7

6

7

7

5
_0

7

3

7

5

_35

50

43
∵

0

5

5

5

6

8

5

0

5

4

6

7

5
～5

0

2

4

6

0

5

5

1

3

3

5

0

0

1

2

3

7

3

6

6

8

0

0

7

1

0

0
0

0

0

0

0

0

0
LILt:

0

5

5

2

3

6

0

0
0

0

0
0

0
0
0

0
0
0

～Fenitrothion:0.0-dimethyl0-(3-methyll4-nitrophenyl)･phosphorothioate 1l
● ･ l

ごI･..I
Table6. InsecticidalactivityofChrysroninaero;olformulationagainst

houseflies(NAIDM strain).

Phthalthrin 0.2%

Phthalttlrin 0.3%

Phthalthrin 0.4,00/

Pyrethrin 0.2%

Pyrethrin 0.4%

.一､r5.4 18.1 48.1

8.3 28.9 62.5

9.2 40:4 79.tj

3.8 16.4 44.7

9.8 34.8 63.4

-14.2 -28.7

+0.2 -31.1

+17.2 -19.3

=17.6 -32.3

+1.1 -24.5

oTA･ E 3.24 1 6.7 32.3 62.3 ,i d4.7 仁 .二｣ ･√

★OTA:OfficialTestAerosolofCSMA (Pyrethrin0.4%,DDT2%)
･l

また致死効力の点では,'前述 の Pelet-Gradyによ

る油剤での似合と同様ノックダウン虫の蘇生率は.7-AJ1I L++,.叶L･,'- ■▲▼ 一L.′Hpl4-lP●ヽ
タルチリ｡ン,t=:レトリンに比較してはるかに少ない.

次にチャバネゴキブリに対する'おのおののエアゾー

ルの効果を,良沢式呪矧嘩TF近田を紋用する武技朋 寸

によって調べてみた.rその結未は節7表に示すとおり

で,クリスロンは,初期のノックダウン効果は他のピ

レスロイドに比較して劣るが∴致死効力においては最

もすぐれておりピレトリンと同様100%の致死率を示

している.

5.クリスロンに対する共力剤の効果および他のピ
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レスロイドあるも.､は共力剤の加矧.tは･る工.アゾ

-ルの殺虫効力.

次にク.)Jスロンに,'ビレ去ロイド殺虫剤の共力剤と

して知られている2,.3の化合物, もしくは他のピレ

スロイド化合物を添加した油剤.ェアゾールのイエバ

エに対する殺虫効果れ うベT:･I
まずク･.I)スロンに各種の共力剤を5倍孟および50倍

虫添加した油剤を班用して,SK系イエバエに対する

効果をターンテ-ブル法によってしらべた.

節8表に示したようにク1)スロンに対し従来ピレス

ロイドに苗用されている各種の共力剤を5倍品加えた
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Table7. 7nsecticidalactivityofChrysron､against･Germancockroachbijdirectspray
method.

Oil･basedAerosol

lnsecticides COnC･
%

Chrysron 0.4%
Phthalthrin 0.4,%
Allethrin 0.4%
pyrethrin d.4%

形 Knockdown

2.5min. 5min. 10min. 20min.

8.0 ･32.0 75.0 92.0

72･0 .92･0 92･0 98･0
37.6 .79.1 ･90.4 100

76.0 76.0 86.0 98.0

▲l

Table8. E ffectofsyn ergistsinoiトbased sprayby′turntablem ethed.

Insecticides

100

52.0

74.9

100

Synergists
~''/Pyenger,ege;sos

Phthalthrin

Phthalthrin

AIIethrin

Allethrin

Pyrethrin

'pyrdthtin･

×5 p-Butoxide

x 5 p-Butoxide

×5.p-もutoxide

'/ !
J

i / - J=ン'

ものでは,小 ずれも●見るづき殺虫効力の増肇はなかっ

た.こP場合北･,力剤の塁はク1)スロンの痕虫効力がす

ぐれているために従来に比してはるかに少ないので,

油剤中の柑 J卵 を他のピレスロイドの船 に近?け

ろため,クリスロンi与対し七50(iTlIitを別 け′る方池で.

その効果をしらペてみた･.この場合も.火力効耳!の伯も

すぐれているピベロニルプトキサイドの添加で2,3

倍の効力増強しか示さなかった.1したがってク1),rスロ

ンは共力剤による殺虫力の和地は少ないといえる.1

次に,現在防疫用のエアゾール剤としては.ピレト

I)ンとどベロニルプトキサイドの製剤が多く班われて

いるが.クリスロンの致死効力のすぐれている点に宕

Il - 与 ,IJr rl . ･.
/ /

･III. . I.

目し,もっとも･Jック,ダウン効事O.すぐれてし.'ろフク

ルス.)ンとク1)スロンあるいはr8らにt=..ベロテルプトl

キサイ.･ドを捌 ル たエアゾTルなどについての効果を

しらペてみた. ′

その紙料 ま那9滋に訳したように,:フクルスt)ン

0･2%+ク.)スロン0.0570.1%で,.t=8レトt)ン0.2%+

ピベロニルプトキサイド1.6%に匹敵する効果を示し,

またフクルスリン0.4%+クリスロン0.1%も'しくはフ

クルスリン0二2%+クリスロン0.05%+ピベロニルプ

トキサイド1.25%の組合わせは,ピレスリン●0.4%十

ピベロニルプトキサイド3.2,%に匹敵する殺虫効果を

示すことが匁1られた.
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Table9. Insecticidalactivity◆ofChrysronandotherpyrethroidsagainsthouseflies
(NAIDM strain)invariousaerosolformulations.

Con°.(形)
Insecticides

Con°.(%)
Synergists

形Knockdown5min.10min.15min.

OTAdifference
KnockdownMortality
15min.24hrs.

Chrysron 0.05%

Phthalthrin0.2% 28.3 65.6 87.5 +2.5 +12.4

PchhtrhyaS.rtOhn,in::02芸;6lp-Butoxide1.25,Oa
28.5 64.2 93.1 +8.1 +38.1

Chrysron 0.1%
Phthalthrin0.2% 29.1 63.2 90.5 +5.5 +32.4

phthalthrinO･2% Lp-putoxidel･6%1 3･08 L27･1 61･7 85･6L59･6 葛 +o･6 +7･4

Chrysron 0.1%
Phthalthrin0.4% 49.3 76.4 95.6 +10.6 +38.8

phthalthrinO･4% ip-Butoxide3･2%

2.96 145.2 79.7 95.9

pyrethrin 0.2% b-But｡Xide1.6% 2.96 129.7 70.1 92.3 +7.3 +22.5

Pyrethrin O･4% lp-Butoxide3･2% l 2･94 138･0 78･7 97･2 +12.2 +38.2

Chrysron 0.05%

Pyrethrin 0.2%
24.4 50.4 82.2 -2.8 +0.7

3･19 131･2 63･8 8510 I52･2

従来のピレスロイドが速効的な反面蘇生の割合が比

較的苅いために,その致死効果を強化する目的で共力

刺,あろいは出諺…系殺虫剤,有機燐系殺虫剤などの添

加を余憐なくされているが.以上の結果からすればク

リスロンは.このような従来のか虫防除剤の組成を変

え得る力のあるすぐれた殺虫特性を持ったピレスロイ

ド化合物であるといえる.
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Sunmary

Insecticidalactivityofanewpyrethroidalcom･

pound Chrysron (NRDC-104) or 5-benzyト3-

furylmethyldL-Gis,Lyons-chrysanthemate was

comparedwiththatofPyrethrins,phthalthrinor

allethrin.AlthoughChrysronwasverylow･toxic

towarm bloodedanimals,e.g.oralLD500fmore

than5g/kgformice,itexhibitedtremendous

efficacyagainstinsectsofmedicalimportance;

bydirectcontactapplicationChrysronwasfound

tobellto29timesmoreeffectiveagainsthoused

flies,4timesagainstmosquitoesand1.5times

againstGermancockroachthanPyrethrins. In

oil･basedaerosolandoilformulationsaswell,
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thisnewpyrethroidalcompoundshowedinsecti- tact effectiveness against cockroaches and

cidalactivity superiortoother pyrethroids. bouseflies.Withtheabove-mentionedproperties,

characterizedbythehigherknockdown･mortality Chrysroncanreplaceinpractical applicationsof

activity,although itwasinferiortopyrethrins variouskindsofsynergistsnow-available in

orphthnlthrinininitialknock.down activity. enhancingtheefficacyofotherpyrethroids.

Furthermore,Chrysronhadbetterresidualcon.

SynthesisAndI暮io]ogicalActiyitie5舶 TnsecticidesIAnd Ftlngicide呉OfSaligenin Cyclic

PhosphorothiolateSI. KenKotIAY▲StTT.MoriEusaETO書,YasuyoshiOSfllM̂…,TadayoshiHTRANO,

ToshiharuHosoTandShigekiWAf(AMOfH (KumiaiChemicalCo.,Shimizu.●Departmentof

AgriculturalChemistry,KyushuUPiversity,Fukuoka and…FacultyofAgriculture,Meiji

University,Kawasaki)ReceivedAugust24,1969.Botyu･Kagaku,31.165,1969.

21.サリゲニン環状チオールリン酸エステルの合成とその殺虫ならびに殺菌性 小杯 他

Tr.礎守絵★,大島焼玉桝,平野忠実,細井敬治,Af=森当照 (クミアイ化学エTl株-)も公子J･.化学研兜所,★九

州大学m学部見芸化学札 ★★明だi大学瓜学部岱芸化学科) 44.8.24受刑

秋和のサ.)ゲニン環状チオール.)ン恨エステルを合成し. その生物柄･性について旅.lJLT=. これ

らは殺虫性と料こ殺閃性も有してい'-'. 殺虫力はS-アルキル兆が小さいほど放 く. メチル誘).q休

(2-methylthi0-4H-1,3,2-benzodioxaphosphorin-2-oxide)が虫も独い.一方.イモチ柄に対して

メチル,エチルおよびn-ブチル誘中経が内省な予防効取を示した. しかし,約だぞ効卿 こついては.

エチルおよびn-ブチル体は侍れてい,.Jが,メチル体にはほとんど所性がなかった. これらチオール

エステル類はコt)ンエステラーゼのほかSH耐系も阻!.71することから作用機構について考烈しT=.

Anumberofsaligenincyclicestersderived

from pl10Sphorusacidshave been synthesized

andevaluatedfortheirbiologicalactivitiesby

Etoandhiscoworkersト 8),sincetheyり0)found

saligenincyclico-tolylphosphateastheactive

metaboliteoftri-/0-tolylphosphate(TOCP),a

neurotoxicsubstance. Thecyclicesterssl10W

hterestingvarietyintoxicity,whichappearto

bedecidedbyanexocyclicsubstituentonphos･

phorusll). Theestershavingabigsubstituent

areactivetocauseataxia12)inhen andare

synergisticwithmalathionla)butarenotinsect･

icidaL Ontheotherhand,theestershavinga

snlallalkylgroup arenotataxic buthighly

insecticidal3).

Thus,methylphosphorothionate(2-methoxy-

4H-1,3,2-benzodioxaphosphorin-2-sulfide;salith･

ionll)) isnow practicallyusedasinsecticide.

Weundertooktopreparetheisomericphospho･

rothiolateanditshomologsfortheevaluation

ofbiologicalactivitiesandfoundthatsomeof

themhadfungiCidalactivityaswellasinsecticidal

activity.

EJ:perimental

Chemical

Phosphorodichloridothiolates. Toamixtureof

threeequlValentsofpllOSphorusoxychlorideand

oneequivalentofpyridinewasaddedindropwiSe

oneequlValentofappropriatemercaptanwith

stirringat20to50oC.Afterstirringforfour

hourstheprecipitationofpyridinium chloride

wasseparatedbyfiltration.Unreactedphospho･

rusoxychloridewasdistilledoffandtheresidue

wasfractionallydistilled.

Saligenincyclicphosphorothiolates. Phosphoro･

dichloridothiolatesreactedwithsaligenininthe

presenceofsolventandpyridineorothertertiary

aminesatroomtemperatureoratabout50oC.

Theproductswerepurified bydistillation in
vacuoorrecrystallization.Thefollowingexample

isshownasatypicalprocedure.

2-Methylthi0-4tI-1,3,2-benzodioxaphosphorin-2-

oxide. Toamixtureofsaligenin(6.2g),pyri･

dine(8g)andchloroform (100mE)wasadded

dropwisernethylphosphorodichloridothiolate(8g)

withstirringat20°C.Afterstirringthreehours,

thereaction mixturewaswashedin sequence

165


